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①  20％の保護者は、副籍制度を利用したいと考えている。 

（小学部22％、中学部17％） 

7％の保護者は、副籍制度のことがよく分からないと感じている。 

36％の保護者は、副籍制度を必要と感じていない。 

（小学部33％、中学部39％） 

② 60％の保護者が、副籍制度が共生社会の形成に意義があると考えている。

③ 39％の保護者が、原則として全員が副籍をもつことが良いと考えている。 

【副籍制度を利用していない児童・生徒の保護者からの回答】 

1 副籍制度を利用していない理由をお聞かせください。 

2 副籍制度は、共生社会の形成に向けて、意義がある。 

3

「今後、都立特別支援学校の小中学部に在籍する児童・生徒は、原則として全員が副籍

をもち、交流を希望する人は交流を進めた方が良い」という考え方がありますが、この

ことについてどう思いますか。 
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① 58％の教員が、地域指定校への積極的な働きかけに努めた。 

② 44％の教員が、児童・生徒の成長を感じている。 

③ 56％の教員が、地域指定校の児童・生徒の理解が進んだと感じている。 

④ 53％の教員が、地域指定校の教員の理解が進んだと感じている。 

⑤ 59％の教員が、地域指定校の副籍制度に関する「温度差」を感じている。 

⑥ 22％の教員が、保護者の要望が過大と感じることがあると答えている。 

⑦ 79％の教員が、副籍制度が共生社会の形成に意義があると考えている。 

⑧ 46％の教員が、原則として全員が副籍をもつことが良いと考えている。 

【都立特別支援学校の教員からの回答】  

1 
副籍制度に基づく交流の充実に向けて、地域指定校への積極的な働きかけに努めて

きた。 

2 交流の継続により、担任する児童・生徒の成長を感じる。 

3 交流の継続により、地域指定校の児童・生徒の理解が進んだと感じる。 

4 交流の継続により、地域指定校の教員の理解が進んだと感じる。 

5 地域指定校によって、副籍制度に対する「温度差」を感じることがある。 

6 
副籍制度に対する保護者の期待は理解できるが、要望が過大であると感じることが
ある。 

7 副籍制度は、共生社会の形成に向けて意義がある。 

8 

「今後、都立特別支援学校の小・中学部に在籍する児童・生徒は、原則として全員
が副籍をもち、交流を希望する人は交流を進めた方が良い」という考え方がありま
すが、このことについてどう思いますか。 
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① 67％の教員が、特別支援学校への働きかけに努めてきた。 

② 40％の教員が、特別支援学校の児童・生徒の成長を感じている。 

③ 58％の教員が、学級の児童・生徒の理解が進んだと感じている。 

④ 69%の教員が、自分自身の障害に対する理解が進んだと感じている。 

⑤ 33％の教員が、学級の保護者に対する理解・啓発について努めてきた。 

⑥ 16％の教員が、保護者の要望が過大だと感じている。 

⑦ 85％の教員が、副籍制度が共生社会の形成に意義があると考えている。 

⑧ 69％の教員が、小中学校の主体的な取り組みが必要であると考えている。 

⑨ 56％の教員が、原則として全員が副籍をもつことが良いと考えている。 

【地域指定校（小・中学校）の教員からの回答】 

№ 設     問 

1 特別支援学校と連携を図るなどして、副籍制度に基づく交流内容の充実に努めてきた。

2 交流の継続により、特別支援学校の児童・生徒の成長を感じる。 

3 
交流の継続により、担任する学級の児童・生徒の障害のある児童・生徒への理解が深ま

った。 

4 交流の継続により、自分自身の障害のある児童・生徒への理解が深まった。 

5 副籍制度の意義や実施内容について、学級の保護者への理解啓発に努めてきた。 

6 
副籍制度に対する特別支援学校の保護者の期待は理解できるが、要望が過大であると感

じることがある。 

7 副籍制度は、共生社会の形成に向けて意義がある。 

8 副籍制度の充実に向けては、小・中学校の主体的な取組が大切である。 

9 

「今後、都立特別支援学校の小・中学部に在籍する児童・生徒は、原則として全員が副籍
をもち、交流を希望する人は交流を進めた方が良い」という考え方がありますが、このこと
についてどう思いますか。 
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① 67％の教員が、特別支援学校への働きかけに努めてきた。 

② 40％の教員が、特別支援学校の児童・生徒の成長を感じている。 

③ 58％の教員が、学級の児童・生徒の理解が進んだと感じている。 

④ 69%の教員が、自分自身の障害に対する理解が進んだと感じている。 

⑤ 33％の教員が、学級の保護者に対する理解・啓発について努めてきた。 

⑥ 16％の教員が、保護者の要望が過大だと感じている。 

⑦ 85％の教員が、副籍制度が共生社会の形成に意義があると考えている。 

⑧ 69％の教員が、小中学校の主体的な取り組みが必要であると考えている。 

⑨ 56％の教員が、原則として全員が副籍をもつことが良いと考えている。 

【地域指定校（小・中学校）の教員からの回答】 

№ 設     問 

1 特別支援学校と連携を図るなどして、副籍制度に基づく交流内容の充実に努めてきた。

2 交流の継続により、特別支援学校の児童・生徒の成長を感じる。 

3 
交流の継続により、担任する学級の児童・生徒の障害のある児童・生徒への理解が深ま

った。 

4 交流の継続により、自分自身の障害のある児童・生徒への理解が深まった。 

5 副籍制度の意義や実施内容について、学級の保護者への理解啓発に努めてきた。 

6 
副籍制度に対する特別支援学校の保護者の期待は理解できるが、要望が過大であると感

じることがある。 

7 副籍制度は、共生社会の形成に向けて意義がある。 

8 副籍制度の充実に向けては、小・中学校の主体的な取組が大切である。 

9 

「今後、都立特別支援学校の小・中学部に在籍する児童・生徒は、原則として全員が副籍
をもち、交流を希望する人は交流を進めた方が良い」という考え方がありますが、このこと
についてどう思いますか。 
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